
鹿沼市の「子ども食堂ネットワークかぬま」の方々にお越しいただき、研修会

を 2 回実施しました。▶第 2 回目のレポートは中面をご覧ください！ 

研修会の参加者を中心に、栃木市でもこども食堂の輪を広げていくための話し

合いを行っていきます。 

関心のある方は、ぜひくららまでお問い合わせください。 

くららで話そ！は、市民をはじめとする様々な方に毎月ゲストとしてお越しいただき、ゲストを囲みな

がら、活動や色んな想いなど、お互いを知りあうお茶飲み話の場として開催していました。 

私たちとしても、新しくご登録いただいた団体の活動を知るのにたいへんよい機会でした。 

ですが、新型コロナウイルス感染症のため令和 2 年 3 月から開催を自粛していました。。。 

このままでは２年も経ってしまう！！という思いから、場に集うだけでなく、オンラインでも参加でき

るような方法を模索しながら、月１回を目標に再開していきたいと思います。 

「『子供・若者インデックスボード』を見ながら 

若者の居場所について考えてみませんか？」 

日時：12 月 18 日（土）19：00～20：30 

場所：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館／Zoom 

◎参加方法等については、くららのホームページをご覧ください。 

◎「子供・若者インデックスボード」については、「くららスタッフの 1 コーナー」をご覧ください！ 
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子ども・若者に、安心できる 
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副センター長 なみちゃんコラム 

 

     くらら利用者協議会 

（仮）栃木でこども食堂をひらこう会議 

くららで話そ！を再開します 



家庭でできる認知症マッサージの実演・指導を行います。 

日 時：令和 4 年 1 月 29 日（土）10：00～11：30 

会 場：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 4 階  

内  容：家族が実践できる認知症が改善したというマッサージの実演・指導 

参 加 費：500 円 

申 込 み：107 歳まで歩こう！！きんさんに学ぶ会  

TEL 070-5575-3692（高橋） 

※事前申し込みをお願いいたします。 

 

 

 

日 時：令和 3 年 12 月 5 日（日）14：00～16：00（13：30 開場） 

会 場：とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館大ホール）栃木市旭町 12-16 

参 加 費：500 円 

問 合 せ：蔵の街うたごえ実行委員会  

TEL 0282-24-5868（岩川） 0282-24-1954（臼井） 

 

栃木市のコミュニティラジオ、FM くらら 857、聴いていますか？  

コミュニティ FM は、平時は街のイベント情報などを紹介し、地震や大雨などの災害発生時には、 

栃木市内各地域の被害状況や避難情報を知ることができます。  

お持ちのラジオの周波数を FM85.7 に合わせてみてください。FM くららの番組 

『とち介プロデュースの HAPPY TOWN・輝く栃木人』にくらら利用者協議会が出演します。 

放送予定日時：令和 3 年 12 月 21 日（火）11：00～11：35  

出 演 者：くらら利用者協議会 佐藤 祐樹さん 松本 春美さん 

ぜひお聴きください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     107 歳まで歩こう！！きんさんに学ぶ会 

脳活マッサージ教室 

くらしを大切にし、つながりを広げる活動をすすめ、

安心して暮らせる地域社会づくりに貢献することを

めざし、支援を行っています。 

助 成 額：30 万円（上限） 

対象団体：NPO 法人として法人格を有し、 

     1 年以上の活動実績のある団体 

応募締切：令和 4 年 1 月 20 日（木） 

問 合 せ：とちぎコープ生活協同組合 総合企画室 

TEL 028-634-5117  

 

 とちぎコープ 

とちぎコープ NPO 法人助成金 

 

 

 

今日の住まいとコミュニティに関する多様な 

社会的課題に対応するため、「コミュニティ活動

助成」と「住まい活動助成」の 2 本立てとし、 

それぞれに対して助成を行います。 

助 成 額：120 万円（上限）      

応募締切：令和 4 年 1 月 12 日（水）必着 

問 合 せ：一般財団法人ハウジングアンド 

コミュニティ財団 TEL 03-6453-9213   

FAX 03-6453-9214 

一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団 

住まいとコミュニティづくり活動助成 

 

     蔵の街うたごえ実行委員会 

第 42 回 蔵の街うたごえ喫茶 

     くらら利用者協議会 

FM くらら出演情報 

 

登録団体からのおしらせ 

助成金情報 

 鹿沼市の子ども食堂の事例から学び話し合う、くらら利用者協議会の第 2 回研修会が開催されました。 

 講師として、子ども食堂ネットワークかぬま元事務局長の加藤美智子さん、子ども食堂「たけのこ」を運営

する大出治夫さん、学習支援事業「いちご塾」を運営する福田由美さんにお越しいただきました。 

 前半では、各講師から子ども食堂の開設・運営や学習支援の方法などを具体的に学びました。後半では、栃

木市での子ども食堂の開設に向け栃木地区・大平地区に分かれて話し合いました。 

 質疑応答では、「資金や食材はどうして 

いるか」「食事はどのくらい用意するか」 

「利用家族を集めるコツは」など活発な 

意見交換が行われました。 

◆福田 由美さんのお話 

 NPO 法人 CCV として、引きこもりの方を支援してきた実績をもとに、鹿沼市「いちご塾」という学習支援

事業を受託し、4 か所の公民館で、主に小学 4 年生から中学 3 年生を対象に実施している。 

 ピアノやエコ工作など 5 教科以外のことも学べるところが魅力で、今の子どもに必要な学びを提供してい

る。ある公民館では子ども食堂と同じ建物内で学習支援を行っている。学習支援に来ている子どもが子ども

食堂に関わったりすることで生きた学びにつながっている。   

◆大出 治夫さんのお話 

 普段は会社員をしており、第 2・第４金曜日に子ども食堂をやっている。子どもの貧困に関心があり、 

子ども食堂に視察に行ったことがきっかけで始めることにした。自分の代で終わらせたくないという思い 

から場所を借りるのではなく空き家を買い取って開設した。 

 食事はバイキング形式にしたり、ギター演奏や人形劇などを行い、にぎやかに開催していたが、今はコロナ

禍のため屋内では食べられないので、お弁当の配食を行う。お米や野菜は農協や農家さんからいただくこと

が多い。子ども食堂に来ると、家庭ではぶつかりあってしまう親子が楽しそうにしていたり、好き嫌いがある

子どもが好き嫌いなく食べられたりするということがある。今後は土や食材に触れられる体験としてサツマ

イモ掘りなどの体験活動も増やしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂でつくるあたたかい地域 ～栃木ではじめてみよう～ 



副センター長 なみちゃんコラム 

子ども・若者に、安心できる居場所や多様な他者とのかかわりを 

開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

今年も早いものであっという間に過ぎ去っていきますね。除夜の鐘を聞きながらあれもこれもやり残したな

ーと思わないように、一日一日を過ごしたいと思います。さて、来年は寅年ですね。どんな年になるのでし

ょうか。今年もくらら情報紙の隅々まで読んでいただきありがとうございました。よいお年を！（大塚） 

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO 法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 

 

 

 今年 4 月に第 3 次「子供・若者育成支援推進大綱」が策定され、目指す社会像の文に「居場所」が加わりま

した。「子供・若者が誰ひとり取り残されず、社会の中で安心できる多くの居場所を持ちながら成長・活躍し

ていける」よう、「家庭や学校とは異なる対人関係の中で社会性や豊かな人間性を育んだり、困難に直面した

ときには支援を求めたりすることができるような居場所を増やす」ことが基本的な施策に位置づけられました。 

平成 28 年 第 2 次大綱 全ての子供・若者が健やかに成長し、自立・活躍できる社会を目指して 

令和 3 年 第 3 次大綱 全ての子供・若者が自らの居場所を得て、成長・活躍できる社会を目指して 

 新大綱策定で作成・公開された「子供・若者インデックスボード」のデータでは、子ども・若者（13〜29 歳）

の半数は家庭外に居場所と思える場所がなく、相談できる人の存在も少ないことがわかります。 

居場所（16→19年度比較） 居場所になっている 相談できる人がいる 助けてくれる人がいる 

自分の部屋 
家庭 
学校 
地域 
職場 
インターネット空間 
どこにもない / いない 

89.0 → 85.3 
79.9 → 75.6 
49.2 → 48.1 
58.5 → 53.3 
39.2 → 35.1 
62.1 → 56.6 
ない 3.8 → 5.4 

－ 
59.8 → 58.8 
57.7 → 57.7 
18.2 → 18.5 
31.1 → 33.6 
21.3 → 23.7 

いない 23.1 → 21.8 

－ 
78.4 → 77.4 
65.0 → 65.6 
26.4 → 27.4 
50.6 → 51.6 
21.8 → 23.3 

いない 12.7 → 11.3 

 また、「団体などが行う自然体験活動への参加率」は 63.3%（08 年）から 50.0%（19年）に、「誰とでもす

ぐ仲良くなれる」は 43.0%（16・19年）と、多様な経験や他者とかかわる機会が減り、ユニセフの国際調査で

は「身体的健康」は 38か国中 1位に対して「精神的幸福度」は 37位、「すぐに友達ができると答えた 15歳の

生徒の割合」が 40か国中 39位と、Well-being（身体的・精神的・社会的に良好な状態）の低さが目立ちます

が、自己認識と居場所の数の関連を見ると、居場所を多く持っている人ほど数値が高くなることがわかります。 

自己認識（16→19 年度比較） 居場所の数（0→6） 

自己肯定感（今の自分が好きだ） 
自己有用感（自分は役に立たないと強く感じる） 
今の充実感（今の生活が充実している） 
将来への希望（自分の将来について明るい希望を持っている） 
ﾁｬﾚﾝｼﾞ精神（うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む） 
社会貢献意欲（社会のために役立つことをしたい） 

44.8 → 46.5 
44.8 → 49.9 
69.6 → 68.9 
61.6 → 59.3 
44.8 → 51.9 
44.8 → 70.8 

10.3 → 72.0 
－ 

20.8 → 88.3 
18.9 → 78.5 
13.2 → 72.1 
25.7 → 82.1 

自殺・いじめ・不登校などの数が過去最多という今、安心できる居場所や体験活動などをとおした多様な経

験や他者とのかかわりがとても大切に思います。新大綱策定のための有識者会議の報告書の中で、子ども・若

者が頼りたいのは「専門性がある機関だからではなく、関係性のある他者であるから」であって、「居場所の保

障や、居場所から専門機関に支援をつないでいくプロセスが重要」という発言に深く共感しました。 

編集後記 
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